
密
を
回
避
し「
安
心
」提
供

東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮
館

那
須
と
り
っ
く

あ
ー
と
ぴ
あ「
光
と
ア
ー
ト
の
世
界
」を
体
験

アートを体験、
遊びながら学ぶ
トリックアート美術館

ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ

南
信
州

地
域
の
事
例
や
課
題
を
議
論

旅
行
会
社
に
寄
り
添
い

９
割
が
リ
ピ
ー
タ
ー
に

修
学
旅
行
で
の
手
荷
物
運
送

大栄運送

ガイドブック刷新

霧島高原自然体験
ツーリズム協議会

霧
島
市
へ
の
修
旅
に
助
成

４
～

月
、旅
行
会
社
向
け

重
点
は「
遺
跡
、史
跡
、文
化
財
、寺
社
な
ど
の
見
学
」

日
修
協「
教
育
旅
行
年
報
２
０
２
１
」デ
ー
タ

日
本
発
祥
の
参
加
・
体
験
型
ア
ー
ト「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
」。平
面
の
絵
が
飛
び
出
し
た
り
、
角
度
に
よ
り
違
う

雰
囲
気
の
絵
に
見
え
た
り
す
る
不
思
議
な
ア
ー
ト
だ
。

栃
木
・
那
須
高
原
と
東
京
・
お
台
場
に
あ
る
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
の
常
設
館
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
見
る
だ
け
で

な
く
、
写
真
に
撮
っ
た
り
、
錯
覚
を
感
じ
た
り
と
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
。
思
い
出
づ
く
り
と
と
も
に
、

芸
術
性
を
学
び
、発
想
力
を
養
え
る
体
験
・
見
学
地
と
、

中
学
や
高
校
の
修
学
旅
行
で
人
気
を
集
め
て
い
る
。

「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー

マ
に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
を
は
じ
め
、
多
く
の

人
気
作
品
を
展
示
す
る
体
験

型
の
美
術
館
だ
。
都
内
屈
指

の
人
気
エ
リ
ア
お
台
場
の
複

合
施
設
に
展
開
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
館
内
や
隣
接
の
商
業

施
設
は
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
す
る
ほ
か
、
海
浜
公
園
を

見
渡
す
開
放
的
な
デ
ッ
キ
が

あ
り
、
密
を
回
避
で
き
る
。

館
内
に
入
り
、
ま
ず
目
に

す
る
の
は「
江
戸
エ
リ
ア
」。

「
華
や
か
な
江
戸
の
彩
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
色
彩
豊
か

で
親
し
み
や
す
い
モ
チ
ー
フ

の
、
和
風
の
作
品
を
数
多
く

展
示
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
跳
び
出
す
鳥
獣

戯
画
」
は
、
国
宝
・
鳥
獣
人

物
画
に
描
か
れ
た
カ
エ
ル
や

ウ
サ
ギ
が
立
体
的
に
跳
び
出

す
様
子
を
表
現
。
鑑
賞
者
は

驚
い
て
捕
ま
え
よ
う
と
し
た

り
、
一
緒
に
走
り
出
し
た
り

す
る
な
ど
、
現
実
と
絵
が
一

体
に
な
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
写

真
が
撮
れ
る
。

次
の
「
愉
快
な
忍
者
と
お

化
け
エ
リ
ア
」
で
は
、
忍
者

や
お
化
け
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
が
来
場
者
を
出
迎
え
る
。

隠
し
扉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ト

リ
ッ
ク
も
仕
掛
け
ら
れ
て
い

て
楽
し
い
。

隠
し
扉
を
抜
け
た
先
は

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
名
作
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」
。
過
去
の
名
作

か
ら
最
新
作
ま
で
、
多
く
の

作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面

を
か
ざ
す
と
静
止
画
の
ア
ー

ト
が
画
面
の
中
で
動
き
出
す

「
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
」
対

応
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
も
展

示
。
利
用
に
は
無
料
ア
プ
リ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
必
要
だ

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持

た
な
い
生
徒
ら
に
は
ス
タ
ッ

フ
が
端
末
を
使
い
、
体
験
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

▽
東
京
都
港
区
台
場
１
の

６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス
東
京
ビ

ー
チ
シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
４

階
。
☎
０
３
（
３
５
９
９
）

５
１
９
１
。
不
定
休
で
、
午

前

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

営
業
。
入
場
料
大
人
千
円
、

中
学
生
以
下
７
０
０
円
。 家のエリア「パパのアトリエ」

海のエリア「ランタンファンタジー」

「
那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と

ぴ
あ
」
は
、
国
内
最
大
の
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
テ
ー
マ
パ

ー
ク
だ
。
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
の
館
」
「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
迷
宮
？
館
」
「
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
館
」
の
三
つ
の
施
設

で
構
成
。
さ
ら
に
敷
地
内
の

体
験
館
「
那
須
ホ
ワ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
」
で
は
、
ア
ー
ト
の

制
作
体
験
が
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
用
意
し
て
い
る
。

３
月

日
に
は
「
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
の
館
」
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
大
人
女
子
が
子
供

の
頃
に
憧
れ
て
い
た
空
想
の

世
界
」。お
と
ぎ
話
の
世
界
を

絵
画
で
創
り
出
し
、
光
の
演

出
に
よ
っ
て
、
見
る
人
に
幻

想
的
な
空
間
を
体
験
し
て
も

ら
う
新
し
い
取
り
組
み
だ
。

物
語
の
メ
イ
ン
と
な
る
二

つ
の
エ
リ
ア
が
新
た
に
誕
生

し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ

「
海
の
エ
リ
ア
」
で
は
、
ラ

ン
タ
ン
が
星
に
変
わ
っ
て
空

に
流
れ
て
い
っ
た
り
、
星
を

集
め
る
船
を
の
ぞ
く
と
ト
リ

ッ
ク
を
楽
し
め
た
り
、
不
思

議
な
世
界
を
体
験
で
き
る
。

観
覧
者
は
夕
焼
け
の
海
が
広

が
る
部
屋
を
自
由
に
歩
き
、

気
に
入
っ
た
場
所
で
写
真
撮

影
を
し
た
り
、
絵
画
に
隠
さ

れ
た
い
た
ず
ら
を
探
し
て
遊

ん
だ
り
と
二
重
の
面
白
さ
を

体
験
で
き
る
。
美
し
い
ア
ー

ト
の
世
界
を
満
喫
し
た
い
。

も
う
一
つ
の
「
家
の
エ
リ

ア
」
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
扉

の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
世

界
が
広
が
っ
て
い
く
エ
リ

ア
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
パ

パ
の
ア
ト
リ
エ
」
は
、
観
覧

者
が
白
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
向

か
っ
て
専
用
の
Ｕ
Ｖ
ラ
イ
ト

を
当
て
る
と
鮮
や
か
な
色
が

浮
か
び
上
が
り
、
ま
る
で
キ

ャ
ン
パ
ス
に
落
書
き
を
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
、
子
供
の

こ
ろ
は
怒
ら
れ
た
か
も
し
れ

な
い
体
験
を
思
う
存
分
で
き

る
。こ

の
ほ
か
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
迷
宮
？
館
は
、
魔
法
の
世

界
を
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
で
再

現
し
た
館
。
立
つ
位
置
に
よ

り
体
験
者
２
人
の
体
の
大
き

さ
が
変
わ
る
「
エ
イ
ム
ズ
の

部
屋
」
が
有
名
だ
。

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
館
は
、

イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス
の
三

大
巨
匠
の
名
作
を
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
で
再
現
。
「
最
後
の

晩
餐

ば
ん
さ
ん

」や「
ア
テ
ネ
の
学
堂
」

「
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
」

が
見
る
人
を
圧
倒
す
る
。

▽
栃
木
県
那
須
郡
那
須
町

高
久
甲
５
７
６
０
。
☎
０
２

８
７
（
６
２
）
８
３
８
８
。

不
定
休
で
、
午
前
９
時
半
か

ら
午
後
５
時
ま
で
営
業
（
８

月
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
半
ま
で
）
。
入
場
料
３
館

共
通
大
人
２
８
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
９
０
０
円
。

Ａ
Ｒ
対
応
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト「
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
お
や
つ
」

千
葉
県
船
橋
市
を
拠
点
に
貨

物
輸
送
事
業
を
全
国
展
開
す
る

大
栄
運
送
（
山
本
龍
二
社
長
）

が
、
大
手
運
送
会
社
寡
占
状
態

だ
っ
た
修
学
旅
行
で
の
手
荷
物

輸
送
領
域
に
風
穴
を
開
け
よ
う

と
奮
闘
し
て
い
る
。
大
手
旅
行

会
社
の
ほ
か
、
全
国
の
地
元
中

堅
旅
行
会
社
に
も
営
業
活
動
を

拡
大
。
教
育
旅
行
担
当
者
の
営

業
フ
ロ
ー
な
ど
を
理
解
し
た
上

で
の
や
り
と
り
な
ど
が
好
評

で
、
発
注
旅
行
会
社
の
約
９
割

が
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い

る
。大

手
旅
行
業
出
身
の
山
本
社

長
に
よ
る
と
、
修
学
旅
行
の
手

荷
物
輸
送
は
、
価
格
面
で
の
優

位
性
も
あ
っ
て
大
手
運
送
会
社

の
寡
占
状
態
。
旅
行
会
社
は
大

手
運
送
会
社
の
受
注
条
件
を
の

ま
ざ
る
を
得
な
い
場
面
も
多

く
、
旅
行
会
社
の
営
業
マ
ン
は

見
積
も
り
な
ど
で
苦
労
す
る
こ

と
も
多
い
と
い
う
。
「
修
学
旅

行
契
約
の
苦
労
を
知
る
わ
れ
わ

れ
だ
か
ら
こ
そ
、
営
業
マ
ン
に

寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
」

と
山
本
社
長
。
同
社
で
は
旅
行

間
際
の
再
見
積
も
り
、
手
配
な

ど
に
も
迅
速
か
つ
丁
寧
に
対
応

す
る
。
復
路
の
宿
泊
施
設
か
ら

の
自
宅
配
送
手
荷
物
も
、
大
手

運
送
会
社
に
比
べ
短
期
間
で
の

配
送
を
実
現
。
さ
ら
に
手
荷
物

の
配
送
状
況
を
営
業
マ
ン
に
も

共
有
す
る
な
ど
、
旅
行
会
社
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

心
掛
け
る
。

「
修
学
旅
行
の
思
い
出
が
詰

ま
っ
た
大
切
な
お
荷
物
を
お
届

け
す
る
」
と
い
う
「
お
も
て
な

し
の
心
」
を
重
視
す
る
同
社
で

は
、
旅
行
先
で
の
荷
物
の
積
み

下
ろ
し
に
も
気
を
配
る
。
同
社

の
営
業
担
当
者
も
し
く
は
同
社

契
約
の
セ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
タ

ッ
フ
が
現
地
に
行
き
、
運
送
ド

ラ
イ
バ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を

行
う
の
だ
。
「
セ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
ス
タ
ッ
フ
は
旅
行
手
荷
物
の

扱
い
に
慣
れ
て
お
り
、
安
心
感

が
あ
る
。
ま
た
サ
ポ
ー
ト
が
あ

る
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
も
安
心

し
て
仕
事
が
で
き
る
。
経
費
は

か
か
る
が
、
よ
り
よ
い
修
学
旅

行
手
荷
物
輸
送
の
た
め
の
必
要

経
費
と
考
え
て
い
る
」
と
山
本

社
長
。

同
社
は
約

社
の
運
送
会
社

や
大
手
引
越
会
社
と
提
携
を
結

び
、
全
国
各
地
の
修
学
旅
行
に

対
応
し
て
い
る
。
山
本
社
長
は

「
一
度
利
用
す
れ
ば
、
他
社
と

の
違
い
を
実
感
し
て
も
ら
え
る

は
ず
。
ぜ
ひ
見
積
も
り
を
取
っ

て
み
て
ほ
し
い
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
同
社
営
業

（
山
本
成
雄
）
☎
０
９
０
（
４

２
７
１
）
９
１
９
３
、
Ｅ
メ
ー

ルsales@daieitransport.com

ま

で
。

三

（４）第３１２１号 第３種郵便物認可 ２０２２年（令和４年）４月４日（月曜日）

課題別分科会第３セッションの様子

高野氏による基調講演

藤澤社長

エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
乗
車
体
験
（
記
念
乗
車
証
）

体
験
型
観
光
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て

い
る
地
域
の
事
例
や
課
題
を

議
論
す
る
第

回
「
全
国
ほ

ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ

ｎ
南
信
州
」
が
３
月

日
、

長
野
県
飯
田
市
の
シ
ル
ク
ホ

テ
ル
を
会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
、

全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
南
信
州
実
行
委
員

会
。
共
催
は
全
国
ほ
ん
も
の

体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
全
国

教
育
民
泊
協
会
。
登
壇
者
ら

の
受
け
入
れ
は
同
じ
く
飯
田

市
の
南
信
州
観
光
公
社
が
担

っ
た
。

全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
２
０
１
９
年
３

月
に
長
崎
県
五
島
市
で
開
催

さ
れ
て
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
を
受

け
て

年
、

年
と
延
期
さ

れ
て
い
た
。
今
回
は
、
基
調

講
演
者
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
み
が
参

加
し
、
ラ
イ
ブ
配
信
。
約
８

０
０
人
が
視
聴
し
た
。

冒
頭
、
開
催
地
代
表
と
し

て
飯
田
市
長
の
佐
藤
健
氏
に

よ
る
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
日
本
修
学
旅
行
協
会
事

務
局
長
の
高
野
満
博
氏
に
よ

る
基
調
講
演
と
、
体
験
教
育

企
画
社
長
の
藤
澤
安
良
氏
に

よ
る
基
調
提
案
を
行
っ
た
。

高
野
氏
の
テ
ー
マ
は
、

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
、
教

育
旅
行
は
ど
う
変
わ
る
か
」

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
教
育

旅
行
の
中
止
の
た
め
、
生
徒

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下

し
て
い
る
と
報
告
。
そ
の
中

で
最
近
で
は
、
教
育
旅
行
は

通
常
の
学
校
生
活
で
は
で
き

な
い
学
び
の
場
と
し
て
再
認

識
さ
れ
、
教
育
旅
行
の
実
施

率
が
改
善
し
て
い
る
と
指
摘

し
た
。

藤
澤
氏
の
テ
ー
マ
は
、

「
ほ
ん
も
の
体
験
は
地
域
を

変
え
、
日
本
を
変
え
る
～
コ

ロ
ナ
禍
を
超
え
て
～
」
で
、

コ
ロ
ナ
に
よ
り
（
体
験
型
の

修
学
旅
行
で
は
な
い
）
通
常

の
修
学
旅
行
を
行
っ
た
学
校

も
あ
っ
た
が
、
「
感
動
が
薄

い
」
と
し
て
最
近
、
旅
行
会

社
か
ら
農
家
民
泊
な
ど
が
で

き
る
地
域
が
な
い
か
、
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い

る
な
ど
と
述
べ
た
。

藤
澤
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
課
題
別
分
科
会
も
開

催
し
た
。
第
１
会
合
の
テ
ー

マ
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
践
と
効
果
、
そ

し
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
育

成
」
。
第
２
会
合
の
テ
ー
マ

は
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
農
林
漁
家
泊

の
戦
略
と
後
継
者
づ
く
り
」。

第
３
会
合
の
テ
ー
マ
は
、

「
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
誘
致
を
考
え
る
」
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
閉
会
に
あ

た
り
藤
澤
氏
は
、
教
育
旅
行

の
取
り
組
み
で
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な

問
題
と
し
て
、
日
本
人
の
労

働
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
先
進
諸
国
の
中
で
低
い

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ

を
引
き
上
げ
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
へ
の

教
育
と
と
も
に
、
大
人
た
ち

の
体
験
活
動
が
必
要
。
心
高

ま
る
旅
を
極
め
て
い
く
こ

と
、
人
こ
そ
財
産
、
人
こ
そ

資
源
で
あ
り
、
そ
う
し
た
思

い
を
も
っ
て
体
験
型
観
光
、

体
験
教
育
旅
行
に
取
り
組
む

地
域
は
今
後
も
奮
闘
し
て
ほ

し
い
、
な
ど
と
総
括
し
た
。

希
望
者
に
は
、
今
回
の
オ

ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
記

録
デ
ー
タ
を
有
償
で
提
供
す

る
。価
格
は
税
込
み
２
千
円
。

記
録
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
先
は
、
南
信
州

観
光
公
社
☎
０
２
６
５
（
２

８
）
１
７
４
７
、
も
し
く
は

Ｅ
メ
ー
ル
（oyorite@mstb.j

p

）
。

霧
島
高
原
自
然
体
験
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
（
事
務
局
・

鹿
児
島
県
霧
島
市
役
所
観
光

Ｐ
Ｒ
課
）
は
、
修
学
旅
行
や

研
修
旅
行
に
最
適
な
自
然
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
集
め

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ま
る
ま

る
き
り
し
ま
」
（
全

㌻
）

を
今
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
。
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
同
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://kirishima-tourism
.com/contact/

）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

今
回
か
ら
新
メ
ニ
ュ
ー

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
」
「
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
乗

車
体
験
（
記
念
乗
車
証
付

き
）」が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

◎
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）

豊
富
な
森
林
資
源
に
恵
ま

れ
た
霧
島
市
は
、
木
材
産
業

も
地
域
の
主
要
な
産
業
と
な

っ
て
い
る
。
林
業
の
生
産
活

動
の
中
で
、森
林
で
の
主
伐
、

間
伐
に
よ
り
産
出
さ
れ
る
木

材
を
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
利
用
。
新
た
な
地

域
資
源
の
活
用
が
図
ら
れ
て

い
る
。
持
続
的
な
林
業
経
営

の
確
立
を
目
指
し
、
森
林
資

源
を
活
用
し
た
環
境
に
優
し

い
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
行
っ

て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
仕
組

み
な
ど
を
現
地
で
見
学
、
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
乗
車
体
験

（
記
念
乗
車
証
付
き
）

熊
本
県
八
代
市
か
ら
霧
島

市
隼
人
駅
を
結
ぶ
肥
薩
線
。

霧
島
市
は
隼
人
駅

大
隅
横

川
駅
の
区
間
が
あ
り
、
国
登

録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
嘉
例
川
駅
を
は
じ
め
、
第

２
次
世
界
大
戦
時
の
機
銃
掃

射
の
弾
痕
が
残
る
大
隅
横
川

駅
な
ど
レ
ト
ロ
な
駅
舎
が
あ

る
。
車
窓
か
ら
霧
島
の
大
自

然
を
ま
る
ま
る
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

鹿
児
島
県
霧
島
市
は
修
学

旅
行
を
企
画
し
、
同
市
に
送
客
し
た
旅
行
会
社
に
対
し

て
、
生
徒
１
人
当
た
り
千
円

を
助
成
す
る
。
対
象
は
４
月

１
日
か
ら

月

日
ま
で
に

実
施
す
る
修
学
旅
行
。
助
成

は
、予
算
上
限
に
達
し
次
第
、

終
了
す
る
。

条
件
は
、
全
て
の
参
加
者

が
同
市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿

泊
し
、
次
の
い
ず
れ
か
を
伴

う
こ
と
。
市
内
の
飲
食
店
で

昼
食
を
と
る
▽
自
然
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
集
め
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ま
る
ま
る
き

り
し
ま
体
験
」
に
記
載
の
あ

る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
行
う
▽

市
内
に
本
社
を
置
く
法
人
が

運
行
す
る
バ
ス
を
利
用
す
る

▽
市
内
に
本
社
を
置
く
法
人

が
運
航
す
る
航
空
機
を
利
用

す
る
。

交
付
要
綱
や
申
請
手
続
き

等
は
、
同
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://www.city-kirishi
ma.jp/kirikan/kanko/shuury
okikaku.html

）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

詳
細
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先
は
、
霧
島
市
役
所
観
光

Ｐ
Ｒ
課
☎
０
９
９
５（
６
４
）

０
８
９
５
。

日
本
修
学
旅
行
協
会
は
、

２
０
２
０
年
度
に
実
施
さ
れ

た
全
国
の
中
学
校
、
高
等
学

校
の
国
内
修
学
旅
行
、
海
外

・
訪
日
旅
行
に
つ
い
て
調
査

し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た

「
教
育
旅
行
年
報

デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
２
０
２
１
」
を
２
０

２
１
年

月
に
発
行
し
た
。

そ
の
う
ち
高
校
の
修
学
旅
行

で
重
点
を
置
い
た
活
動
と
そ

の
件
数
、
実
施
率
を
示
し
た

の
が
掲
載
の
表
で
あ
る
。

１
位
は
「
遺
跡
、
史
跡
、

文
化
財
、寺
社
な
ど
の
見
学
」

は

・
２
％
（
前
回

・
１

％
）
、
２
位
「
平
和
学
習
」

が

・
１
％
（
前
回

・
９

％
）
と
前
回
と
同
様
の
活
動

が
上
位
二
つ
を
占
め
た
。
３

位
は
、
今
回
新
し
い
選
択
肢

と
し
て
設
け
た
「
水
族
館
、

動
物
園
、
自
然
・
科
学
系
博

物
館
な
ど
」
で
、
４
位
の

「
伝
統
的
町
並
み
や
建
造
物

群
保
存
地
区
の
見
学
」
と
も

に
約
４
校
に
１
校
が
回
答
し

た
。大

き
く
順
位
を
上
げ
た
の

は
、
近
年
の
大
規
模
自
然
災

害
の
頻
発
か
ら
重
要
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
ま
た
東
日
本

大
震
災
の
各
被
災
地
で
そ
れ

を
学
べ
る
施
設
の
開
館
が
相

次
ぐ
今
回
６
位
の
「
震
災
学

習
、
防
災
学
習
」
、
同
９
位

の
「
絵
付
け
、
焼
き
物
、
伝

統
工
芸
な
ど
」
、
同

位
の

「
ス
キ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

ス
ケ
ー
ト
な
ど
」
で
あ
る
。

「
そ
の
他
」
の
内
容
と
し

て
は
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講

習
が
複
数
挙
げ
ら
れ
、
進
路

講
話
と
い
っ
た
も
の
も
あ
っ

た
。




